
第６章 野外環境学習活動を充実させるために 第第６６章章  野野外外環環境境学学習習活活動動をを充充実実ささせせるるたためめにに  
 
１ 学習活動の進め方 １１  学学習習活活動動のの進進めめ方方  

   
 環境学習のねらいは、環境について学ぶことで自分と環境との関わりに気づき、環境のため

に行動できるようになることにあります。 
 学習活動は、一度行ったらそれで終わりではありません。単に環境について知識を増やすだ

けでなく、活動した内容を次の学習活動や普段の生活・行動に活かせるようにすることが大切

です。 
 学習活動を行うときは、より良い活動内容となるように、以下のような点を意識しながら、

学習活動の展開を考えていくことが望まれます。 
 

 学習するテーマについて、関心や興味をもち、

何を学びたいのか、なぜ学びたいのかなどを整

理します。 
気づく 

 

 資料を調べる、詳しい人に聞くなど様々な方

法で、関心をもったテーマについて調べ、知識

や視点を深めます。 広げる・深める 

 どのような内容の活動を、どのような手法

で行うのか、活動内容を思い描きながら、具

体的な学習計画を立てます。 計画する 

 学習計画に基づいて、実践します。 

実践する 
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 学習活動によってどのようなことを学ん

だのか、新しくどんなことに関心をもったの

か、反省点はどこかなど、活動内容を評価し、

次の活動に活かします。 評価する 



 ２ 学習計画を組み立てる ２２  学学習習計計画画をを組組みみ立立ててるる  
 
 学習プログラムを実践するためには、学習の目標やねらいを設定し、実施方法、場所、道具

などについて検討し、それぞれの活動にあった具体的な学習計画をたてる必要があります。 
 

学習計画策定手順 １  

目標・ねらいの設定

 学習活動を通してどのようなことを学ぶの

か、学習の目標やねらいを整理します。 

学習計画策定手順 ２ 

手法・教材の設定 

 目標やねらいに応じて、どのような方法で、

どのような教材をつかって学習するのか、学習

テーマについて詳しい人に指導してもらうのか

などを考えます。 

学習活動の中で必要な用具・資料・手続きなど

を洗い出し、それぞれ準備します。 学習計画策定手順 ３ 

用具等の準備 

具体的にどのように実施するのか、活動の手順

や時間配分、役割分担、注意点などを整理し、

学習計画書をつくります。 

学習計画策定手順 ４ 

計画書をつくる 

全体の流れを想定し、計画の内容について確認

します。 
学習計画策定手順 ５ 

計画を確認する 
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「学習計画を立てる」 学習計画書の例 
テーマ 草むらの「春」を探そう 
日時  ○○年３月５日（日） 10:00～11:30 
場所 ○○地区内の田んぼ周辺 
参加者 ○○子供会  親 ５名 子供１０名 

参加者に配る資料 その他 
資料など 

調査票、筆記用具、クリップボード  

時間 場所 実施内容 実施方法 
10:00 10 分 あぜ道のとこ

ろ 
集合・参加者確認 
あいさつ 
調査票の配布 
説明 

説明：○○さん 

10:10 20 分 田んぼのあぜ

道～田んぼ 
生きもの探し 親子で組になって探す。 

10:30 10 分 あぜ道のとこ

ろ 
見つけた生きものの報告 報告は子どもがする。 

10:40 40 分 生きものの説明と観察 全員で観察する。 
 
説明：○○さん 
 
観察したものを調査票にスケ

ッチする。 
 
分からなかったものに名前を

つける。 

11：20 10 分 まとめ・宿題 まとめ役：○○さん 
 
見つけた生きものを振り返っ

て、他の場所でも探してみる

ように話す。 
 
分からなかった生きものにつ

いては、調べることを子ども

たちの宿題にする。 

11：30  

田んぼのあぜ

道～田んぼ 

終了・解散  
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 ３ 学習活動を評価し、次の活動に活活かす ３３  学学習習活活動動をを評評価価しし、、次次のの活活動動にに活かかすす  
 
 学習活動は、実施した後にその活動内容についてふりかえり評価することによって、次の行

動に結び付き、取り組みを改善していくことにつながります。 
 

評価のポイント 

評価ポイント 内 容 

学習効果  学習のねらい・目的にあった内容になっていたかどう

か、参加者の感想などを参考にしながら振り返ります。 

準 備 
 スタッフの役割分担が上手にできたか、用具や手続きな

どの準備はきちんとできたか、連絡体制、安全管理などは

充分だったかなどを反省します。 

実 施 

 プログラムの進行が上手にできたか、スタッフの役割分

担はきちんと遂行できたか、時間配分に無理がなかった

か、予測していなかった事態に対して対処できたかなどを

振り返ります。 

次に活かすこと 

 上記の評価ポイントにおける反省点を踏まえて、どんな

点をどのように改善すれば良いか、また、活動を通してど

んなことに興味をもち、次回どのようなテーマ・内容の活

動を行いたいかなどを整理します。 
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「学習プログラムを評価する」  ふりかえりシートの例 

テーマ 草むらの「春」を探そう 

日時・場所  ○○年３月５日（日） 10:00～11:30  ○○地区内の田んぼ周辺 

記入者 ○○ ○○ 

評価内容 
チェックポイント 

よくできたところ よくできなかったところ 

学習効果 
 
学習のねらい・目的

にあった内容になっ

たか、参加者の感想

はどうだったか。  

 
子どもも大人も楽しく観察でき

たと思う。 
「寒いけど、もう春なんだね」

という感想があった。 
オオイヌノフグリは、全員が覚

えた。 

 
生きものについて、もう少し説明

ができれば、それぞれの生きものに

ついて覚えやすかったと思う。 

準 備 
 
ス タ ッ フ の 役 割 分

担、用具、手続き、

連絡体制、安全管理

な ど は 充 分 だ っ た

か。  

 
 安全面はよく気をつけた。 
 転んでひざをすりむいた子もい

たが、すぐに手当てもでき、特に

問題はなかった。 
 

 
 集まる場所は、もう少し広いとこ

ろが良かった。 
 
 生きものの特徴をもっとよく調べ

ておけばよかったと思う。 

実 施 
 
プログラムはうまく

進められたか、様々

な状況に対応できた

か。  

 
 予定どおり進行できた。 
 
 説明が充分にできない生きもの

があったが、その分、みんなでよ

く観察できたと思う。 
 

 
 途中であきてしまう子どもがい

た。もっと楽しめる工夫が必要だっ

たと思う。 

次に 
活かすこと 

 
改善点、次回につな

げたいテーマ、活動

内容など 

 
・集合場所は、人数を考えて決めること。 
・次回行うときには、もう少し知識を増やし、子どもがあきない工夫を

したい。 
・違う季節にもやってみたい。 

 


